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第２章	
 「知的生産の技術」をめぐって 
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1．はじめに 
 

	
 「知的生産の技術」というのは、梅棹忠夫の有名な本のタイトルである。この本が

出版されて以降、おびただしい数の類書が世に出た。その元祖とも言える本書はベス

トセラーかつロングセラーとなったが、それをしのぐ部数の本もいくつもある。数年

に一度は、この手の情報整理術や情報管理術の本がブームになるようだ。ちょうどそ

れは、収納法や片付け術、さらには捨てる技術といったテーマが『クロワッサン』や

『オレンジページ』などの雑誌、とくに女性をターゲットとした雑誌で特集を組まれ

るのに似ている。あるいは、単行本でもこの手のテーマの本が頻繁にベストセラーに

名を連ねていることと同じであろう。もっとも、「知的○○」と名のつく本や情報管

理関係の書籍は､ビジネス書として刊行されることが多く、おそらくその場合は、男

性の読者が占める割合の方が高いであろう。雑誌と単行本という形態の違いはあって

も、人間は、とくに日本人は整理や片付けの本を読むのが大好きなのだ。 

	
 注意しなければならないのは、この手の本や雑誌が主眼を置いているのは、「きれ

いに整頓された部屋（情報）」であって、そこから何か生み出すのではないことであ

る（「美しい部屋」とかは生まれるかもしれないが）。梅棹の本が「知的生産」と銘打

たれていることはきわめて重要である。整理することには創造力は必要ない。整理さ

れた状況は何を創造するためであるかを意識しなければならない。そして、従来はブ

ラックボックスのような創造の場について、「技術」という視点を持ち込んだことが

画期的だったのである。ここで取り上げる梅棹以外の著作についても同様である。創

造をともなわない整理は単なる趣味やこだわりの世界である。学術的な成果を問うた

めには、情報がきれいに整理されていようがいまいが、そんなことは関係ない。むし

ろ、過去の学問的成果という情報に縛られず、そこからどれだけ飛躍できるかが、真

に創造的な仕事においては重要である。 

	
 本章では、梅棹の『知的生産の技術』をはじめとする「知的生産」にかかわる代表

的な著作を取り上げ、その内容を紹介する1。そこには単なるノウハウ本やビジネス

                                            
1 土屋（2002）所収の「『人文・社会科学の技術ツール』参考文献開題」（pp. 28-34）には、この








































